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対面式での開催となりますがZoom開催も併用して行います。

次世代放射光と東北大学の役割
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東北大学副理事（次世代放射光計画担当）　東北大学副理事（次世代放射光計画担当）　

放射光はナノの世界を見るための光であり， 様々な分野に不可欠なものとなっている。より　　　　　

明るい（高輝度の）放射光を用いることにより，ナノの世界がよりはっきりと見え，速い動きの最中で

も止めて観察することが可能となる。より軽い元素に強みを持つ軟Ｘ線向きの次世代放射光は，

科学技術分野を拡大し， より広い産業展開を可能とする。東北大学青葉山新キャンパスに建設が

始まった次世代放射光施設は， 国と地域がパートナーとなって共同で設置する新たな大型研究施設

整備に基づいており， 各方面から多くの期待が集まっている。東北大学は， 多彩な学問分野を以て

産業界を含めた異分野融合を促進し， イノベーション創出を先導するセンター， 国際放射光イノベー

ション ・ スマート研究センターを新設した。これによって 2023 年の運用開始と共にスムーズな

活用と成果創出を実現し， リサーチコンプレックス形成に貢献する。センターの役割は， 国側の国立

研究開発法人 ・ 量子科学技術研究開発機構と， 民間企業の一般財団法人 ・ 光科学イノベーション

センターに対し， エンドステーションの設計や整備から， 産業界によるエンドステーション活用まで，

サイエンス面の学術の全面的な協力を牽引することであり，世界をリードする人材育成を担う。


